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１．地区、事業及び施行者の名称 

（１）地区の名称 

   枚方市駅周辺地区 
 
（２）事業の名称 

   東部大阪都市計画枚方市駅周辺地区第一種市街地再開発事業 
 
（３）施行者の名称 

   枚方市駅周辺地区市街地再開発組合 
 
 
２．施行地区の概況及び事業の目的 

（１）施行地区の概況 

当地区周辺は、昭和期以降に駅前広場整備や連続立体交差事業、再開発事業や民

間開発による高度利用、複数の百貨店出店等による商業環境の充実、大阪府住宅供

給公社枚方団地による住宅供給等の都市化が図られ、高度経済成長前後の枚方市中

心市街地の活性化を牽引してきた。また、天野川や岡東中央公園といった自然環境

要素もあり、都市と自然が融合する魅力的な要素を有している。 
しかし、昭和期以降にいち早く都市化が図られたことで、現在では旧耐震の老朽

建物が建ち並び、防災上の課題を抱えている。また、駅前広場は慢性的な車両の混

雑や、歩行者空間が不十分であることから、広域駅前拠点として交通機能が脆弱と

なっている。更に、少子高齢社会・人口減少社会を迎えており、ライフスタイルや

ニーズの変化に対応した、都市機能更新が求められている。近年では、南海トラフ

地震等の大型地震への関心が高まる中、平成 30年６月には大阪北部地震が発生し、

安全安心なまちづくりを進めていく社会的要請が高まっている。 
 
（２）事業の目的 

当地区は、枚方市が策定した「枚方市駅周辺再整備ビジョン」において、枚方市

駅周辺の主軸となる「ふれあい軸」、「広域駅前拠点」、「まちなか交流拠点」として

位置づけられている。この整備方針に基づき、市街地再開発事業を実施することに

より、枚方市駅周辺全体のまちづくりを連鎖的に進めていくためのリーディングプ

ロジェクトとして、今後の枚方市駅周辺再整備において重要な意義を有している。 
当事業は、駅前の立地を活かし、商業施設、事務所施設、住宅施設、宿泊施設及

び駐車場施設を一体的に整備することで、枚方市駅周辺地域の活性化に寄与する魅

力ある都市空間を形成するとともに、防災性能に優れた建物を整備することで、安

全安心な市街地の形成することを目的とする。 
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３．施行地区及び工区 

（１）施行地区及び工区の位置 

   施行地区及び工区は、枚方市の中心部にあたる京阪本線枚方市駅の南北に接して

位置している。南側は市道禁野枚方線、西側は市道枚方市駅前線及び枚方市駅北口

駅前広場、東側は天野川河川区域と接している。 
 
（２）施行地区及び工区の位置図 

   添付書類「施行地区の位置図」のとおり 
 
（３）施行地区及び工区の区域 

１）宅地 

 枚方市新町一丁目 42 番 1 の一部、58 番 1 の一部、58 番 3、58 番 6、65

番、67番 3、169 番 12、169 番 17、169 番 18、677番

2、677 番 10、678 番 7、695 番 3、699 番 1 

 枚方市岡東町   1 番 4 の一部、1 番 6 の一部、2 番 2、2 番 4 の一部、

67 番 6、173 番 1 の一部、348 番 1 の一部、695番 8、

699番 10、700番 5 

２）公共施設 

 3・5・210-24枚方市駅前線の一部、一級河川天野川 河川区域の一部、 

法定外公共物 

 

（４）施行地区及びの区域図 

   添付書類「施行地区の区域図」のとおり 
 
（５）施行地区及び工区の面積 

   約２．９ｈａ 
    うち 第１工区 約０．６ｈａ 
       第２工区 約０．５ｈａ 
       第３工区 約１．８ｈａ 
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４．設計の概要 

（１）設計説明書 

１）設計方針 

枚方市の玄関口である枚方市駅の駅前空間にふさわしい多様な用途機能を集積

し、駅と再開発区域を一体的に整備することで魅力ある都市空間の形成を図る。 
枚方市駅周辺地区地区計画で定められる地区施設の整備を行うことで、良好な市

街地環境を創出する。 
枚方市駅北側は、枚方市駅前交通広場（北側）の拡張と商業施設、広場を一体的

に整備することで、交通結節点の機能強化と枚方市駅北口の顔づくりを行う。また、

利便性の高い都市型住宅を供給し街中の定住人口の増加を図る。 
枚方市駅南側は、商業施設、事務所、公益施設、宿泊施設を導入し、枚方市の玄

関口に相応しい集客・賑わいの拠点を整備する。また、枚方市駅北側と同様に利便

性の高い都市型住宅を供給し街中の定住人口の増加を図る。 
枚方市駅の南北に地区施設で定める広場やその他オープンスペースを整備し、そ

れらを地区施設の歩行者通路や建物内外に歩行者動線を設けることでネットワー

ク化し、枚方市駅周辺の回遊性向上に寄与する。 
 

 
２）施設建築物の設計の概要 

①施設建築物の設計方針 

第１工区に整備する施設建築物Ａは、主用途を商業施設として整備する。枚方市

駅の景観や駅周辺の車輌・歩行者に配慮し、荷捌き等のバックヤードを敷地北東側

の第２工区との境界部分に配置する。 
第２工区に整備する施設建築物Ｂは、枚方市駅前交通広場（北側）に面した部分

については、低層部を商業施設等の非住宅施設、その他は住宅として整備する。北

側の住宅市街地へ配慮し、駅直結型の利便性を踏まえて居住者用の駐車場の規模・

台数を極力少なくする方針で整備する。 
第３工区に整備する施設建築物Ｃは、低層部を商業施設と公益施設、高層部を事

務所、宿泊施設、住宅の構成を基本として整備する。非住宅用の駐車場は敷地北東

側の区画道路沿いに自走式立体駐車場として整備しする。住宅用の駐車場は機械式

立体駐車場として、住棟に内包する形で整備する。 
第２工区、第３工区で整備する住宅は、利便性の高い立地であることを踏まえ、

現代のライフスタイルのニーズに対応した都市型住宅として整備するため、住戸の

規格・規模を決定する。 
枚方市の玄関口にふさわしい都市景観の形成に向け、再開発区域全体としてのま

ちなみ景観の調和を図る。 
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②施設建築物の設計の概要 

街 区 Ａ街区 Ｂ街区 

合計 

【①～④の合計】 
工 区 第１工区 第２工区 第３工区 

施設建築物の名称 Ａ棟【①】 
（施設建築敷地Ａ） 

Ｂ棟【②】 
（施設建築敷地Ｂ） 

Ｃ－１棟【③】 
（施設建築敷地 C-1） 

Ｃ－２棟【④】 
（施設建築敷地 C-2） 

敷 地 面 積 約 1,450 ㎡ 約 4,950 ㎡ 約 1,550 ㎡ 約 13,500㎡ 
約 21,450㎡ 

施設建築敷地の面積 

建 築 面 積 約 1,000 ㎡ 約 1,300 ㎡ 約 430㎡ 約 11,000㎡  

延 床 面 積 約 5,850 ㎡ 約 8,250 ㎡ 約 1,660 ㎡ 約 86,800㎡ 約 102,620㎡ 

建 ぺ い 率 約 70% 約 30% 約 30% 約 80% － 

容 積 率 約 400% 約 150% 約 90% 約 480% － 

構 造 鉄骨造 鉄筋コンクリート造 鉄骨造 
鉄骨造 

鉄筋コンクリート造 
－ 

階 数 地上６階 

地下１階 
地上 14階 地上４階 地上 29階 － 

建築物の最高高さ 約 25m 約 43m 約 15m 約 116m － 

主 要 用 途 店舗、駐車場 店舗、住宅 駐輪場、機械室  

店舗、事務所、 

ホテル、住宅、 

駐車場 

－ 

備 考   

再開発区域外の建築物

の増築として整備 

上記数値は施設建築敷

地Ｃ－１単独で算定 

再開発区域外の建築物

の増築として整備 

上記数値は施設建築敷

地Ｃ－２単独で算定 

－ 
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③各階床面積 

階 

第１工区 第２工区 第３工区 

合計 
（㎡） 

Ａ棟 Ｂ棟 Ｃ－１棟 Ｃ－２棟 

主要用途 
延べ 

床面積 
（㎡） 

主要用途 
延べ 
床面積 
（㎡） 

主要用途 
延べ 
床面積 
（㎡） 

主要用途 
延べ 
床面積 
（㎡） 

ＲＦ  20      255 275 

29       住宅 760 760 

28       住宅 760 760 

27       住宅 760 760 

26       住宅 760 760 

25       ホテル、住宅 1,545 1,545 

24       ホテル、住宅 1,545 1,545 

23       ホテル、住宅 1,545 1,545 

22       ホテル、住宅 1,545 1,545 

21       ホテル、住宅 1,545 1,545 

20       ホテル、住宅 1,680 1,680 

19       住宅 1,540 1,540 

18       事務所、住宅 1,630 1,630 

17       事務所、住宅 1,630 1,630 

16       事務所、住宅 1,630 1,630 

15       事務所、住宅 1,630 1,630 

14   住宅 520   事務所、住宅 1,630 2,150 

13   住宅 520   事務所、住宅 1,630 2,150 

12   住宅 520   事務所、住宅 1,630 2,150 

11   住宅 520   事務所、住宅 1,630 2,150 

10   住宅 520   事務所、住宅 1,630 2,150 

９   住宅 520   事務所、住宅 1,630 2,150 

８   住宅 520   事務所、住宅 2,485 3,005 

７   住宅 520   事務所、住宅、駐車場 4,300 4,820 

６ 店舗 500 住宅 575   事務所、住宅、駐車場 5,420 6,495 

５ 店舗 680 住宅 575   事務所、住宅、駐車場 5,460 6,715 

４ 店舗 830 住宅 575 機械室 415 店舗、事務所、住宅、駐車場 8,445 10,265 

３ 店舗 990 住宅 390 機械室 415 店舗、事務所、住宅、駐車場、駐輪場 8,510 10,305 

２ 店舗 990 店舗、住宅 840 駐輪場 415 店舗、事務所、住宅、駐車場、駐輪場 10,270 12,515 

１ 店舗 970 店舗、住宅、駐車場、駐輪場 1,135 駐輪場 415 店舗、事務所、住宅、駐車場、駐輪場 10,230 12,750 

地下 1 店舗 870     ＴＰパレット換算面積 1,200 2,070 

合計  5,850  8,250  1,660  86,800 102,620 
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３）施設建築敷地の設計の概要 

①施設建築敷地の設計方針 

施設建築敷地の整備にあたっては、枚方市駅前交通広場や天野川沿いに整備する区画道

路と調整を図り、枚方市駅周辺の合理的な土地利用を踏まえて整備する。 
施設建築敷地の整備にあたっては、枚方市駅周辺地区地区計画において定められている、

地区施設（通路１号、通路２号、歩行者専用通路、広場）と壁面の位置の制限の内容を踏ま

えて整備する。 
 

②施設建築敷地の設計の概要 

施設建築敷地 敷地面積 備考 

Ａ 約 1,450㎡ 第１工区、施設建築物Ａ 

Ｂ 約 4,950㎡ 第２工区、施設建築物Ｂ 

Ｃ－１ 約 1,550㎡ 第３工区、施設建築物Ｃ－１ 

Ｃ－２ 約 13,500㎡ 第３工区、施設建築物Ｃ－２ 

計 約 21,450㎡ 

第３工区は、再開発区域外敷地

の建築物の増築として一体的に

整備 
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４）公共施設の設計の概要 

①公共施設の設計方針 

枚方市駅前交通広場は、利便性と安全性の向上を図るため、都市計画の内容に即して整備

する。 
区画道路は、枚方市駅周辺地区地区計画の内容に即して整備する。 
公共施設と施設建築敷地を一体的に計画し、利便性やまちなみ景観に配慮して快適な都

市空間の創出を図る。 
 

②公共施設の設計の概要 

 種別 名称 幅員 延長 備考 

道
路 

幹線街路 
枚方市 

駅前線 
－ － 

拡幅 

枚方市駅前交通広場

面積：約 12,400㎡（約

10,000 ㎡整備済み） 

区画道路 区画道路 約 10ｍ 約 170ｍ 新設 

そ
の
他 

河川 － － － 
既設 

面積：約 800 ㎡ 
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５）住宅建設の概要  

   住宅建設の目標を定めていないため、本事業計画において住宅建設の概要は記載しない。 
 
 
（２）設計図 
   添付書類「設計図」のとおり 
 
 
５．事業施行期間 

 （１）事業施行期間（予定） 

   自 再開発組合設立認可公告日 ２０１９年度 
至 ２０２５年度 

 
 （２）建築工事期間（予定） 

   第１工区 着工 ２０２２年度 
        竣工 ２０２３年度 
   第２工区 着工 ２０２２年度 
        竣工 ２０２３年度 
   第３工区 着工 ２０２１年度 
        竣工 ２０２３年度  
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６．資金計画 

 
資金計画書 

                              （単位：百万円） 

収入金 支出金 

費目 金額 費目 金額 

再開発事業補助金 ５，０８０ 調査設計計画費 １，５８７ 

公共施設管理者負担金 ４，０８４ 土地整備費 ４，７２９ 

保留床処分金 ３４，１８２ 営繕費 １７５ 

  工事費 ３５，６２５ 

  事務費 ６１５ 

  借入金利子 ６１５ 

合 計 ４３，３４６ 合 計 ４３，３４６ 
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７．添付書類 

番 号 図 面 名 称 縮 尺 

（１） 施行地区位置図① 1：25000 

 施行地区位置図② 1：7500 

（２） 施行地区区域図 1：1000 

（３） 設計図  

 １） 施設建築物   

  施設建築物 地下１Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 １Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ２Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ３Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ４Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ５Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ６Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ７Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ８Ｆ～１８Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 １９Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ２０Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ２１Ｆ～２９Ｆ平面図 1:500 

  施設建築物 ＲＦ平面図 1:500 

  施設建築物 断面図（第１・第２工区） 1:500 

  施設建築物 断面図（第３工区） 1:500 

 ２） 施設建築敷地 平面図（第１・第２工区） 1:500 

  施設建築敷地 平面図（第３工区） 1:500 

 ３） 公共施設  

  公共施設 平面図 枚方市駅前交通広場 1:500 

  公共施設 平面図 区画道路（１） 1:500 

  公共施設 平面図 区画道路（２） 1:500 

  公共施設 断面図 枚方市駅前交通広場 1:300 

  公共施設 断面図 区画道路（１） 1:100 

  公共施設 断面図 区画道路（２） 1:100 
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